
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月  

神 栖 市  

 

 



2

      

 

● 本 計 画 の 計 画 期 間 は 、令 和 ７ 年 度 か ら 令 和 １ １ 年 度 ま で の ５ 年 間 と し 、子 育 て に 関 す る

環 境 変 化 を 正 し く 捉 え る と と も に 、こ ど も 基 本 法 の 理 念 等 を 踏 ま え 、さ ら に 幅 広 く 若 者

ま で を 含 む 本 市 の 子 ど も た ち の 健 全 な 成 長 の た め 、よ り 良 い 環 境 を 確 保 し 、各 種 子 育 て

支 援 施 策 の 取 り 組 み を 計 画 的 に 推 進 し ま す 。  

 

      

 

● 本 計 画 は 、「 第 ３ 次 神 栖 市 総 合 計 画 」が 示 す 将 来 像「 魅 力 あ る 誇 れ る 神 栖 市 を 目 指 し て 」

を 実 現 す る た め 、重 点 プ ロ ジ ェ ク ト の 一 つ に 設 定 さ れ た「 安 心 し て 出 産・子 育 て が で き

る 環 境 を つ く る 」 に 取 り 組 む も の で す 。  

● す べ て の こ ど も・ 若 者 が 、将 来 に わ た っ て 幸 せ な 状 態（ ウ ェ ル ビ ー イ ン グ ）で 生 活 を お

く る こ と が で き る「 こ ど も ま ん な か 社 会 」の 実 現 の た め 、子 ど も の 視 点 に 立 っ た 支 援 を

す る と と も に 、親 が 子 育 て を 経 験 す る 中 で 成 長 す る「 親 育 ち 」の 過 程 を 支 援 し 、各 家 庭

の 理 想 が 叶 う よ う 子 育 て 施 策 に 取 り 組 み ま す 。  

 

      

 

● 計 画 の 実 効 性 を 高 め る た め 、毎 年 、担 当 部 署 は 各 施 策 の 推 進 状 況 を 、市 民 、有 識 者 、関

係 団 体 か ら な る「 神 栖 市 子 ど も・ 子 育 て 会 議 」に 報 告 し 、そ の 実 績 に つ い て 点 検・ 評 価

を 受 け 、次 年 度 へ の 取 り 組 み に 反 映 し て い く 、「 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル 」に よ る 進 行 管 理 を

行 い ま す 。  

● 計 画 を 推 進 す る に あ た り 、国 や 県 、関 係 団 体 等 と 連 携 を 深 め 課 題 等 に 取 り 組 ん で い き ま

す 。 ま た 、 地 域 の 方 々 に 参 加 、 協 力 、 理 解 し て い た だ く た め 、 積 極 的 に 情 報 提 供 等 し 、

市 と 地 域 、市 民 一 人 ひ と り が 一 体 と な っ て「 こ ど も ま ん な か 社 会 」の 実 現 に 向 け た 取 り

組 み が 行 わ れ る よ う 本 計 画 を 推 進 し て い き ま す 。  

 

 

©Kamisu c i ty
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( 12.5% )( 12.8% )( 13.1% )( 13.4% )( 13.7% )

( 63.2% )( 63.5% )( 63.7% )( 63.8% )

( 24.0% )( 23.4% )( 22.9% )( 22.6% )

      

 

● 令 和 ５ 年 の 総 人 口 は 94， 324 人 で 令 和 ３ 年 を ピ ー ク に 減 少 に 転 じ て い ま す 。  

● 年 齢 ３ 区 分 別 人 口 で み る と 、 令 和 元 年 以 降 、 年 少 人 口 （ 0 歳 ～ 14 歳 ） と 生 産 年 齢 人 口

（ 15 歳 ～ 64 歳 ）は 減 少 、老 齢 人 口（ 65 歳 以 上 ）は 増 加 が 続 い て お り 、全 国 に 比 べ る

と 緩 や か で は あ る も の の 、 本 市 に お い て も 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て い ま す 。  

● 令 和 ４ 年 の 出 生 数 は ６ ５ ５ 人 、合 計 特 殊 出 生 率 は 全 国 や 県 を 上 回 る １ ．３ ２ と な っ て い

ま す が 、長 期 的 に は 減 少 傾 向 で あ り 、児 童 数 の 減 少 傾 向 は 継 続 す る こ と が 見 込 ま れ ま す 。 

■ 神 栖 市 総 人 口 の 推 移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 出 生 数 と 合 計 特 殊 出 生 率 の 推 移  
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資 料 ： 住 民 基 本 台 帳 （ 各 年 ３ 月 末 時 点 ）

資 料 ： 厚 生 労 働 省 ・ 茨 城 県 人 口 動 態 統 計 、 神 栖 市
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 ■  神 栖 区 域 の 推 計 児 童 数 の 推 移             ■ 波 崎 区 域 の 推 計 児 童 数 の 推 移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 児 童 数 の 推 計 ： コ ー ホ ー ト 変 化 率 法 に よ っ て 推 計 し た 市 内 全 域 の 推 計 値 を 、 令 和 ６ 年 に お け る 人 口 実 績 値 の 各 年

齢 区 域 別 の 比 率 で 按 分 し て 算 出 し て い ま す 。  

 

 

      

 

　 本 市 は 、南 北 に 細 長 い 形 状 で あ り 、通

園 時 間 、 通 勤 等 の 利 便 性 な ど か ら 、 教

育・保 育 事 業 の 利 用 は 北 部 の 神 栖 区 域 、

南 部 の 波 崎 区 域 の そ れ ぞ れ の 居 住 地 区

域 に お い て 、 お お む ね 利 用 さ れ て い る

状 況 で す 。  

　 ま た 、 神 栖 区 域 は 波 崎 区 域 に 比 べ 待

機 児 童 が 発 生 し や す い 傾 向 に あ り 、 神

栖 区 域 、 波 崎 区 域 に お い て 保 育 ニ ー ズ

の 性 格 が 異 な っ て い ま す 。  

　 こ れ ら の こ と か ら 、教 育・保 育 事 業 の

提 供 区 域 は 地 域 性 を 考 慮 し 、 「 神 栖 区

域 」「 波 崎 区 域 」の ２ 区 域 を 設 定 し ま す 。 

　 放 課 後 児 童 ク ラ ブ は 「 小 学 校 区 単

位 」、そ の 他 の 事 業 に つ い て は「 全 市 」

で １ 区 域 と し ま す 。  

 

神栖区域

波崎区域

神栖市
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（ １ ） 認 定 区 分  

教 育 ・ 保 育 の 量 の 見 込 み に つ い て 、 以 下 の 区 分 で 設 定 し ま す 。  

 

（ ２ ） 量 の 見 込 み と 確 保 量  

教 育・保 育 事 業 の 確 保 方 策 に つ い て は「 量 の 見 込 み 」に 対 応 で き る 量 を 確 保 で き て い ま

す が 、今 後 に お い て も 教 育・保 育 提 供 の 実 態 や 課 題 を 把 握 す る と と も に 、教 育 環 境 の 充 実

を 図 り 、 保 育 需 要 に 対 す る 適 切 な 確 保 方 策 を 実 施 し ま す 。  

　 単 位 ： 人  

 

 区   分 説   明 対 象 施 設

 １ 号 認 定  
（ 保 育 の 必 要 性 な し ）

お 子 さ ん が 満 ３ 歳 以 上 で 幼 稚 園 な ど で の 教 育 を 希 望  
す る 場 合 。

幼 稚 園 、 認 定 こ ど も 園

 ２ 号 認 定  
（ 保 育 の 必 要 性 あ り ）

お 子 さ ん が 満 ３ 歳 以 上 で 保 育 の 必 要 な 事 由 に 該 当 し 、
保 育 所 な ど で の 保 育 を 希 望 す る 場 合 。

保 育 所 、 認 定 こ ど も 園

 ３ 号 認 定  
（ 保 育 の 必 要 性 あ り ）

お 子 さ ん が 満 ３ 歳 未 満 で 保 育 の 必 要 な 事 由 に 該 当 し 、
保 育 所 な ど で の 保 育 を 希 望 す る 場 合 。

保 育 所 、 認 定 こ ど も 園

 区 域 認 定 区 分 項 目 令 和 ７ 年 度 令 和 ８ 年 度 令 和 ９ 年 度 令 和 10年 度 令 和 11年 度

 

神
栖
区
域

１ 号

量 の 見 込 み ① 288 272 262 261 258

 確 保 量 ② 816 816 816 816 816

 過 不 足 ② － ① 528 544 554 555 558

 
２ 号

量 の 見 込 み ① 959 907 873 870 861

 確 保 量 ② 1,020 1,020 1,020 985 985

 過 不 足 ② － ① 61 113 147 115 124

 
３ 号  

（ ０ 歳 ）

量 の 見 込 み ① 193 190 189 186 184

 確 保 量 ② 203 203 203 203 203

 過 不 足 ② － ① 10 13 14 17 19

 
３ 号  

（ １ 歳 ）

量 の 見 込 み ① 299 294 290 287 284

 確 保 量 ② 312 312 312 317 317

 過 不 足 ② － ① 13 18 22 30 33

 
３ 号  

（ ２ 歳 ）

量 の 見 込 み ① 311 311 307 302 299

 確 保 量 ② 330 330 330 330 330

 過 不 足 ② － ① 19 19 23 28 31

 

波
崎
区
域

１ 号

量 の 見 込 み ① 133 126 121 120 119

 確 保 量 ② 205 205 205 205 205

 過 不 足 ② － ① 72 79 84 85 86

 
２ 号

量 の 見 込 み ① 443 419 403 401 397

 確 保 量 ② 498 498 479 470 470

 過 不 足 ② － ① 55 79 76 69 73

 
３ 号  

（ ０ 歳 ）

量 の 見 込 み ① 72 71 70 69 68

 確 保 量 ② 72 72 71 71 71

 過 不 足 ② － ① 0 1 1 2 3

 
３ 号  

（ １ 歳 ）

量 の 見 込 み ① 114 113 111 110 108

 確 保 量 ② 120 120 120 120 120

 過 不 足 ② － ① 6 7 9 10 12

 
３ 号  

（ ２ 歳 ）

量 の 見 込 み ① 115 115 113 112 111

 確 保 量 ② 140 140 140 139 139

 過 不 足 ② － ① 25 25 27 27 28

©Kamisu ci ty
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第 ２ 期 計 画 か ら 、さ ら に ６ つ の 事 業 を 追 加 し 実 施 し ま す 。第 ３ 期 計 画 最 終 年 度 の 各 事 業

の 量 の 見 込 み と 確 保 量 は 、 次 の と お り で す 。  

 

 

 

 
事     業 単   位

令 和 11 年 度  
（ 計 画 最 終 年 度 ）

 量 の 見 込 み 確 保 量

 （ １ ） 利 用 者 支 援 事 業  
子 ど も ま た は そ の 保 護 者 の 身 近 な 場 所 で 、 教 育 ・ 保 育 施 設 や

地 域 の 子 育 て 支 援 事 業 等 の 情 報 提 供 お よ び 必 要 に 応 じ 相 談 ・ 助
言 等 を 行 う と と も に 、 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 等 を 実 施 し ま す 。

実 施 か 所  
（ か 所 ）

3 3

 （ ２ ） 時 間 外 保 育 事 業 （ 延 長 保 育 事 業 ）  
  保 育 認 定 を 受 け た 子 ど も に つ い て 、 通 常 の 利 用 日 お よ び 利 用
時 間 以 外 の 日 お よ び 時 間 に 、認 定 こ ど も 園・保 育 所 等 に お い て 、
保 育 を 実 施 し ま す 。

利 用 者 数
（ 人 ）

482 482

 （ ３ ） 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 （ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ ）  
  就 労 等 に よ り 、 保 護 者 が 日 中 家 庭 に い な い 小 学 校 に 就 学 し て
い る 児 童 に 対 し 、 授 業 の 終 了 後 に 小 学 校 の 余 裕 教 室 、 児 童 館 等
を 利 用 し て 適 切 な 遊 び お よ び 生 活 の 場 を 提 供 し 、 そ の 健 全 な 育
成 を 図 り ま す 。

利 用 者 数
（ 人 ）

1,554 1,675

 （ ４ ） 子 育 て 短 期 支 援 事 業 （ シ ョ ー ト ス テ イ ）  
  疾 病 、産 前 産 後 、出 張 、育 児 疲 れ な ど の 保 護 者 の 都 合 に よ り 、
子 ど も の 養 育 が 一 時 的 に 困 難 に な っ た 場 合 に 、 里 親 や 児 童 養 護
施 設 等 で 子 ど も の 預 か り を 実 施 し ま す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

10 10

 （ ５ ） 乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業  
  生 後 2か 月 頃 の 乳 児 の い る す べ て の 家 庭 を 訪 問 し 、子 育 て に 関
す る 不 安 や 悩 み の 相 談 や 養 育 環 境 等 の 把 握 を 行 い 、 養 育 等 の 支
援 が 必 要 な 家 庭 に 対 し て 適 切 な サ ー ビ ス 提 供 に つ な げ ま す 。

訪 問 実 人 数  
（ 人 ）

596 596

 （ ６ ）養 育 支 援 訪 問 事 業・子 ど も を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク
機 能 強 化 事 業  

  養 育 支 援 が 特 に 必 要 な 家 庭 に 対 し て 、 そ の 居 宅 を 訪 問 し 、 養
育 に 関 す る 指 導 ・ 助 言 等 を 行 い 、 必 要 な 支 援 に つ な ぎ ま す 。

養 育 支 援 訪 問  
実 人 数
（ 人 ）

1 1

 （ ７ ） 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業  
  公 共 施 設 や 保 育 所 な ど 、 地 域 の 身 近 な と こ ろ で 乳 幼 児 お よ び
そ の 保 護 者 が 相 互 の 交 流 を 行 う 場 所 を 開 設 し 、 子 育 て に つ い て
の 相 談 、 情 報 の 提 供 、 助 言 そ の 他 の 援 助 を 行 い ま す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

11,931 11,931

 （ ８ ） 一 時 預 か り 事 業  
  家 庭 に お い て 保 育 を 受 け る こ と が
一 時 的 に 困 難 と な っ た 乳 幼 児 に つ い
て 、主 と し て 日 中 に お い て 、認 定 こ ど
も 園 、幼 稚 園 、保 育 所 、地 域 子 育 て 支
援 拠 点 そ の 他 の 場 所 に お い て 、 一 時
的 に 預 か り 、必 要 な 保 護 を 行 い ま す 。

幼 稚 園 型  
幼 稚 園 ま た は 認 定 こ ど
も 園 の 在 園 児 が 対 象 の
一 時 預 か り で す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

11,449 11,449

 幼 稚 園 型 を 除 く  
幼 稚 園 型 以 外 の 一 時 預
か り で す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

1,435 4,131

 （ ９ ） 病 児 保 育 事 業  
  病 中 や 病 気 の 回 復 期 で あ る 子 ど も を 家 庭 で 保 育 が で き な い 場
合 に 、 医 療 機 関 や 保 育 所 等 に 付 設 さ れ た 専 用 ス ペ ー ス で 一 時 的
に 保 育 す る 体 制 を 確 保 し ま す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

365 2,814
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事     業 単   位

令 和 11 年 度  
（ 計 画 最 終 年 度 ）

 量 の 見 込 み 確 保 量

 （ 10） 子 育 て 援 助 活 動 支 援 事 業  
    （ フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 ）  
預 か り な ど 育 児 の 援 助 を 受 け た い 人 （ 利 用 会 員 ） と 、 援 助 を

行 い た い 人 （ 子 育 て サ ポ ー タ ー ＝ 協 力 会 員 ） が そ れ ぞ れ 会 員 登
録 し 、 相 互 援 助 活 動 を 行 う 会 員 組 織 （ フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン
タ ー ） を 設 け 、 利 用 希 望 が あ る 場 合 に 会 員 間 の 連 絡 ・ 調 整 を 行
い ま す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

2,500 2,500

 （ 11） 妊 婦 健 康 診 査 助 成 事 業  
妊 婦 の 健 康 の 保 持 お よ び 増 進 を 図 る た め 、 妊 婦 健 康 診 査 14

回 分 の 費 用 を 一 部 助 成 し 、 受 診 の 勧 奨 を 行 い 、 安 全 ・ 安 心 な 出
産 を 迎 え ら れ よ う 支 援 し ま す 。

延 べ 受 診 回 数  
（ 回 ）

6,802 6,802

 （ 12） 実 費 徴 収 に 係 る 補 足 給 付 を 行 う 事 業  
新 制 度 に 移 行 し て い な い 幼 稚 園 に お い て は 、食 事 の 提 供 に 要 す る 費 用 に つ い て 、低 所 得 世 帯 や 多 子 世

帯 を 対 象 に 費 用 の 一 部 を 補 助 し ま す 。

 （ 13） 多 様 な 事 業 者 の 参 入 促 進 ・ 能 力 活 用 事 業  
特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 等 へ の 民 間 事 業 者 の 参 入 の 促 進 に 関 す る 調 査 研 究 そ の 他 多 様 な 事 業 者 の 能 力 を

活 用 し た 特 定 教 育・保 育 施 設 等 の 設 置 ま た は 運 営 を 促 進 す る た め の 事 業 を 、今 後 の 供 給 体 制 整 備 の 必 要
性 に 応 じ て 実 施 し ま す 。

 （ 14） 子 育 て 世 帯 訪 問 支 援 事 業  
（ 訪 問 に よ る 生 活 の 支 援 ） 【 新 設 】  

家 事 、 子 育 て 等 に 不 安 や 負 担 を 抱 え る 子 育 て 家 庭 お よ び 妊 産
婦 、ヤ ン グ ケ ア ラ ー 等 が い る 家 庭 の 居 宅 を 訪 問 支 援 員 が 訪 問 し 、
不 安 や 悩 み を 傾 聴 す る と と も に 、家 事 、子 育 て 等 の 支 援 を 行 い 、
家 庭 や 養 育 環 境 を 整 え 、 虐 待 リ ス ク 等 の 高 ま り を 未 然 に 防 ぎ ま
す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 ）

12 12

 （ 15） 児 童 育 成 支 援 拠 点 事 業 （ 学 校 や 家 以 外 の 子 ど も の 居 場 所 支 援 ） 【 新 設 】  
養 育 環 境 等 に 課 題 を 抱 え る 、 家 庭 や 学 校 に 居 場 所 の な い 児 童 等 に 対 し て 、 居 場 所 と な る 場 を 開 設 し 、

児 童 と そ の 家 庭 が 抱 え る 多 様 な 課 題 に 応 じ て 、 生 活 習 慣 の 形 成 や 学 習 の サ ポ ー ト 、 進 路 等 の 相 談 支 援 、
食 事 の 提 供 、関 係 機 関 へ の つ な ぎ 等 の 支 援 を 包 括 的 に 提 供 す る 事 業 で す 。現 在 、本 事 業 の 実 施 予 定 は な
く 、 既 存 の 事 業 等 に よ り 、 対 応 し ま す 。

 （ 16） 親 子 関 係 形 成 支 援 事 業  
（ 親 子 関 係 の 構 築 に 向 け た 支 援 ） 【 新 設 】  

児 童 と の 関 わ り 方 や 子 育 て に 悩 み や 不 安 を 抱 え て い る 保 護 者
に 対 し 、 講 義 や グ ル ー プ ワ ー ク 、 ロ ー ル プ レ イ 等 を 通 じ て 、 子
ど も に 分 か り や す く 具 体 的 で 効 果 的 な 対 応 を 学 び 、 保 護 者 同 士
が 相 互 に 不 安 や 悩 み を 共 有 し 、 情 報 交 換 が で き る 場 を 設 け る 等
そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 親 子 間 に お け る 適 切 な
関 係 性 の 構 築 を 図 り ま す 。

実 人 数  
（ 人 ）

5 5

 （ 17） 妊 婦 等 包 括 相 談 支 援 事 業 【 新 設 】  
妊 婦 ・ そ の 配 偶 者 等 に 対 し て 、 出 産 ・ 育 児 等 の 見 通 し を 立 て

る た め の 面 談 や 継 続 的 な 情 報 発 信 等 を 行 う と と も に 、 必 要 な 支
援 に つ な ぐ 伴 走 型 相 談 支 援 を 行 い ま す 。

延 べ 利 用 回 数  
（ 回 ）

2,250 2,250

 （ 18） 乳 児 等 通 園 支 援 事 業  
（ こ ど も 誰 で も 通 園 制 度 ） 【 新 設 】  

現 行 の 幼 児 教 育 ・ 保 育 給 付 に 加 え 、 月 一 定 時 間 ま
で の 利 用 可 能 枠 の 中 で 、 就 労 要 件 を 問 わ ず 時 間 単 位
等 で 柔 軟 に 利 用 可 能 と す る こ と で 、す べ て の 子 ど も
の 育 ち を 応 援 し 、子 ど も の 良 質 な 成 育 環 境 を 整 備 す
る と と も に 、 す べ て の 子 育 て 家 庭 を 、 多 様 な 働 き 方
や ラ イ フ ス タ イ ル に か か わ ら な い 形 で 支 援 し ま す 。

0 歳 児

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 日 ）

27 27

 
1 歳 児 13 13

 
2 歳 児 11 11

 （ 19） 産 後 ケ ア に 関 す る 事 業 【 新 設 】  
退 院 直 後 の 母 子 に 対 し て 心 身 の ケ ア や 育 児 の サ ポ ー ト 等 き め

細 か い 支 援 を 実 施 し 、 産 後 も 安 心 し て 子 育 て が で き る 支 援 体 制
を 確 保 し ま す 。

延 べ 利 用 人 数  
（ 人 日 ）

405 405
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● 本 計 画 の 基 本 理 念 を 実 現 す る た め 、 本 計 画 で は 、 次 の ５ 項 目 を

「 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 関 連 施 策 」 と し て 推 進 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

神 栖 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 （ 第 ３ 期 ） 概 要 版  

発   行 ／ 神 栖 市  
発 行 日 ／ 令 和 ７ 年 ３ 月  
編   集 ／ 神 栖 市 福 祉 部 こ ど も 政 策 課  
        〒 314-0121  茨 城 県 神 栖 市 溝 口 1746 番 地 1 
        電 話  0299-77-7011   FAX 0299-77-5844 

１  

子 ど も ・ 若 者 を 権 利 の 主 体  
と し て 、 健 や か な 成 長 と  
希 望 あ る 未 来 へ の 支 援  

２  

き め 細 か な 支 え が 必 要 な  
子 ど も ・ 若 者 と 家 庭 へ の 支 援  

３  

安 心 し て 子 ど も を 産 み  
育 て ら れ る 環 境 づ く り と  

支 援 の 充 実

４  

安 心 し て 子 育 て と 仕 事 を  
両 立 で き る 環 境 づ く り  

５  

地 域 で 子 育 て と 子 ど も を  
支 え る 環 境 づ く り  

● 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 ・ 早 期 対 応 の 体 制 強 化  
● 個 性 と 生 き る 力 を 育 む 教 育 の 推 進  
● 子 ど も ・ 若 者 が 安 心 し て 過 ご せ る 環 境 づ く り  
● 若 者 の 選 択 が 広 が り 、 希 望 が 実 現 す る た め の 支 援

● 障 が い の あ る 子 ど も ・ 若 者 と 家 庭 へ の 支 援  
● 貧 困 ・ 困 難 な 状 況 に あ る 子 ど も ・ 若 者 と 家 庭 へ の 支 援  
● 様 々 な 支 援 が 必 要 な 子 ど も ・ 若 者 と 家 庭 へ の 支 援

● 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 に わ た る 伴 走 型 相 談 支 援  
● 母 子 保 健 の 充 実  
● 子 育 て 家 庭 へ の 経 済 的 支 援  
● 医 療 体 制 の 強 化

● 子 ど も を 安 心 し て 預 け ら れ る 環 境 づ く り  
● ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス と 男 女 共 同 参 画 の 推 進

● 子 育 て 世 代 間 お よ び 地 域 と の 交 流 促 進  
● 地 域 で 育 て ・ 育 つ 、 お 互 い に 支 え 合 う 環 境 づ く り
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